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1 概要

フリーウェアである画像解析ソフトウェア ImageJとグラフ作成ツール gnuplot，そして数値計算処理ソフト

ウェア GNU Octaveなどを用いて，画像解析手法の基礎についてプラティカ（＝役に立つもの・知）を提示す

ることを目的とする．

ImageJは，米 NIH で開発された無償の画像処理解析ソフトウェアである．単体による機能のみならず，各

種プラグインを用いることにより，様々なアプリケーション展開が可能である．プラグインは世界各国の研究

者等により開発されており，その数は増え続けている．本講習では，ImageJの使用法の基本からスタートし，

プラグインのインストール方法などソフトウェアの利用法という立場からの講習と，画像処理を行う上での

知っておくべきデジタル画像の基本知識について述べたいと思う．

さらに，ImageJによって処理された画像データを元に，数値統計処理を行う方法についても概説する．数

値統計処理ソフトウェアとしては，MATLAB，Originなどさまざまなインターフェイスを持つものが市販さ

れているが，概して高価であることもあり，若手の研究者が一存で導入を決定できない場合も多いと想像す

る．その打開策として，無償で提供され利用者も多い gnuplot，GNU Octave等を例として取り上げ，輝点分

布から重心ピクセルを算出する例題を用いて概説する予定である．
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